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（１）廃止措置工程の変更について

○現在、原子炉本体等解体に干渉する施設等の解体を行っているところであり、2026年度
から原子炉本体等の解体を予定していましたが、解体廃棄物を保管する予定のエリア
にある大型機器の解体に今後7年程度を要することから、解体着手を2033年度に延期
しました。

○これに伴い、廃止措置の完了時期を2040年度から2047年度に7年延期しました。
現在

7年延期 7年延期

【備考】
現在は、解体で発生する廃棄物
を効率的に移送するルート確保
のため、原子炉建屋、タービン建
屋内の設備や軽油貯蔵タンク等
の解体、撤去工事を実施中です。

変更前

変更後

１
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原子炉建屋

解体廃棄物の保管エリア
(サプレッション・チェンバ撤去後）

原子炉本体

5階

（２）原子炉本体等の解体廃棄物保管エリアについて

地下

廃棄物移送ルート

解体廃棄物の保管エリアへ移送手順
は以下のとおり。
①遠隔装置により原子炉本体等を水中
で切断・解体する。

②解体した廃棄物について二次切断を
行い、収納容器へ格納する。

③収納容器を水中から移動し、保管エ
リアへ移動する準備を行う。

④収納容器を5階面から地下階の保管
エリアへ移動し保管する。

○廃止措置計画において、原子炉本体等の解体で発生する放射性物質の濃度が比較的
高い解体廃棄物(L1廃棄物)については、原子炉建屋地下に設置されている大型機器
(以下、「サプレッション・チェンバ※」という。)の解体・撤去を終えたエリアを活用して保管
することとしています。

サプレッション・チェンバ

①

②

③

④

＜原子炉本体等解体時の移送ルート（検討例）＞

※サプレッション・チェンバは、原子炉運転中に事故が発生した際に、原子炉で発生した蒸気を凝縮して原子炉圧力の上昇を抑
えるための設備であったことから、円環状（直径：約34ｍ、断面直径：約8m、円環外周：約100ｍ）の容器の中に防錆剤を含んだ
水を約1,500トン貯めている状態です。

２



目的外使用・複製・開示等禁止 2025年7月8日 日本原子力発電株式会社

（３）サプレッション・チェンバの解体に係る検討について

＜経緯＞
○サプレッション・チェンバの解体に向け、廃止措置計画申請当時からメーカーと検討を
進め、解体の見通しを得ていましたが、当該メーカーが事情により受注体制の構築が
困難となりました。

○その後、新たなメーカーを選定し、検討を進めた結果、解体に必要な装置の設計・製
作や水処理、解体等に7年程度を要することを確認しました。

＜サプレッション・チェンバの解体に係る検討＞
○これまで廃止措置工程に影響が出ないよう、サプレッション・チェンバの解体が、原子
炉本体等の解体と並行して行えないか、サプレッション・チェンバを解体したエリア以
外に解体廃棄物を保管できないか検討してきました。

（検討の概要）
・ 原子炉建屋5階作業エリアでの輻輳回避
・ 解体廃棄物（高線量、重量物）の安全な移送ルート、
・ 解体廃棄物の保管に必要なスペースと安全に保管できるしゃへい能力 等

○その結果、原子炉本体等の解体開始までに、解体廃棄物の保管場所が必要である
こと、また他のエリアでは、解体廃棄物の保管に必要な移送ルートやスペース、放射
線のしゃへい能力の十分な確保が難しいことから、安全を最優先に考え、当初の計
画通りサプレッション・チェンバの解体完了後に原子炉本体等の解体に着手すること
としました。

３
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（４）サプレッション・チェンバ解体に係る検討状況

○サプレッション・チェンバの解体に当たっては、解体前に防錆剤を含んだ水を抜き出す
必要があります。防錆剤を含んだ水には、有機防錆剤と無機防錆剤が混合しており、
人体・環境に有害な六価クロムが含まれているという特有の課題があり、これら大量
の水を安全・確実に無害化して処理する方法を新たなメーカーと検討してきました。

○概念設計段階での試験を通じて、安全に無害化処理が行えることを確認しており、今
後は実機装置の設計や製作を行います。水処理後は、サプレッション・チェンバを機械
切断等により解体する予定です。

＜サプレッション・チェンバ水処理及び解体工事工程（検討例）＞＜サプレッション・チェンバ水処理装置（概念図）＞

サプレッション・チェンバ水
処理装置

ポンプ

処理後、既設廃液処理系へ

原
子
炉
本
体

サプレッション・チェンバ
保有水量

約1,500トン※

※敦賀発電所1号機の運転開始当時（昭和45年）の防錆処理技術として、六価クロムを含有する無機防錆剤が
一般的であったことからサプレッション・チェンバの防錆管理に採用しました。
なお、六価クロムの人体・環境への影響を考慮し、現在は一般的に防錆管理において使用されていません。

４
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５２．コミュニケーション活動の取組み状況 （2025年度計画）

「敦賀発電所１号機の廃止措置の状況」および「敦賀発電所２号機の再申請・稼働に
向けた取組み状況」については、『活動方針１，２』の取り組みを通じて、地域の皆さまに
丁寧な情報発信および分かりやすい説明に努めてまいります。（⇒『活動方針３』に展開）

【凡例】 ■︓敦賀１号機の廃⽌措置の状況、敦賀２号機の再申請・稼働に向けた取組み状況に係る情報発信および双⽅向コミュニケーション活動
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６３．ＲＦＳに関する使用済燃料搬入・搬出計画の検討状況

【お知らせ】（７月７日公表）

リサイクル燃料貯蔵（株）（RFS）に関する使用済燃料搬入・搬出計画の

検討状況について

【概要】（当社計画の前提条件）

⃝ 安全性向上対策工事が進捗する東海第二発電所の運転を想定し、安定的

な運転の維持のために使用済燃料の搬出を優先的に進めると想定。

⃝ さらに、“敦賀発電所２号機の今後の運転を想定した安定的な運転の維持

のため”及び“敦賀発電所１号機の計画的な廃止措置のために、できるだ

け速やかに使用済燃料を搬出する”と想定。
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【参考１】 敦賀発電所２号機の追加調査計画に係る検討状況 ７

【プレスリリース】 （2025.3.31公表済）

敦賀発電所２号機の新規制基準への適合性確認審査の申請に向けた追加調査

計画について

当社は、敦賀発電所２号機の新規制基準への適合性確認審査の申請に向け、

至近で行う追加調査計画については、2025年3月末を目途に取りまとめを進め

てまいりましたが、調査内容に万全を期すため、追加調査計画の検討を継続す

ることとしました。追加調査計画がまとまり次第、地域の皆様、関係者の皆様へ

お知らせいたします。

当社としましては、引き続き敦賀発電所２号機の再申請、稼働に向けて取り組

んでまいります。



目的外使用・複製・開示等禁止 2025年7月8日 日本原子力発電株式会社

【参考２】 （１）至近の廃止措置工事工程（予実績）

○ 2022～2023年度は、取水口エリア解体工事、薬液注入ポンプ他解体工事、液体毒物
注入系解体工事を実施

○ 2024年10月1日より、建屋内廃棄物移送ルート等確保に伴う機器解体工事に着手
○ 2025年4月21日より、軽油貯蔵タンク他解体工事に着手

８

２０２５年度２０２４年度２０２３年度２０２２年度工事場所

屋内
（管理区域）

放射能汚染レベル
が低い設備の解体

屋外等
（非管理区域）

現時点
▼

建屋内廃棄物移送
ルート等確保に伴う
機器解体工事

取水口
エリア
解体工事

薬液注入
ポンプ他
解体工事

液体毒物
注入系
解体工事

軽油貯蔵タンク他
解体工事

薬液注入
ポンプ他
解体工事
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○ 2024年10月より、原子炉建屋２階、３階、タービン建屋1階、2階（放射線管理区域）にて、
建屋内廃棄物移送ルート等確保※1に伴う機器解体工事を実施中。（2026年3月完了予定）

９【参考２】 （２）至近の廃止措置工事の実施状況（その１）

原子炉建屋２階、３階（原子炉補機冷却水ポンプ、格納容器チラーユニット※2等）

原子炉補機冷却水ポンプ 格納容器チラーユニット

※1：タービン建屋・原子炉建屋間の廃棄物の移送ルート、仮置きエリアを確保するため、機器や配管を撤去する。

タービン建屋１階、２階（給水加熱器、配管等）

タービン建屋２階

タービン建屋１階

︓撤去範囲

主蒸気
トンネル室エリア

第2、3給水加熱器

第4、5給水加熱器

原子炉建屋２階

原子炉建屋３階 ︓撤去範囲

電気計装盤等

原子炉補機
冷却水ポンプ

格納容器
チラーユニット

原子炉補機冷却水
サージタンク

制御棒駆動機構

原子炉冷却材
浄化系設備

※2：格納容器チラーユニットとは、原子炉格納容器内の空気を冷却する設備。
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○ 2025年4月より、屋外（軽油貯蔵タンク、軽油移送ポンプ建屋、薬品タンクエリア等）にて、
軽油貯蔵タンク他解体工事を実施中。（2026年1月完了予定）

10【参考２】 （３）至近の廃止措置工事の実施状況（その２）

１号機構内（屋外トレンチ内）

１号機構内（屋外） １号機構内（屋外）

＜敦賀発電所構内図＞
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【参考３】 コミュニケーション活動の取組み状況 （2024年度実績） 11


